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【 提 出 日 】 平 成 19年 5月 24日 (2007.5.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
（ １ ） 重 量 平 均 分 子 量 が ９ ０ ， ０ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ， ０ ０ ０ の 範 囲 に あ り 、 か つ

を 有 す る 水 不 溶 性 ポ リ マ ー 、 水 １ ０ ０ ｇ に 対 す る 溶 解 度 が ２ ０ ℃ に
お い て ５ ～ ４ ０ 重 量 ％ で あ る 有 機 溶 媒 、 中 和 剤 及 び 水 を 含 有 す る 乳 化 組 成 物 （ Ａ ） と 顔 料
（ Ｂ ） と を 混 合 し 、 得 ら れ た 混 合 物 の 不 揮 発 成 分 率 が ５ ～ ５ ０ 重 量 ％ 、 〔 有 機 溶 媒 ／ 水 〕
の 重 量 比 が ０ ． １ ～ ０ ． ９ で あ る 予 備 分 散 体 を 得 る 第 １ 工 程 、
（ ２ ） 得 ら れ た 予 備 分 散 体 を メ デ ィ ア 式 分 散 機 を 用 い て 、 連 続 的 に 分 散 し 、 か つ 得 ら れ た
分 散 処 理 物 と メ デ ィ ア 粒 子 と を 連 続 的 に 分 離 す る 第 ２ 工 程 、 及 び
（ ３ ） ホ モ ジ ナ イ ザ ー を 用 い て 、 更 に 分 散 処 理 す る 第 ３ 工 程
を 含 む 水 系 顔 料 分 散 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 ２ 工 程 に お い て 用 い る メ デ ィ ア 粒 子 の 粒 径 が ０ ． ０ １ ～ ０ ． ２ ５ ｍ ｍ で あ る 、 請 求 項
１ に 記 載 の 水 系 顔 料 分 散 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 ２ 工 程 に お い て メ デ ィ ア 式 分 散 機 を 用 い て 、 予 備 分 散 体 １ ｋ ｇ 当 り 、 正 味 の 積 算 動 力
が ０ ． 1～ ２ ［ ｋ ｗ ｈ ／ ｋ ｇ ］ の 範 囲 と な る よ う に 分 散 す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 水
系 顔 料 分 散 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 ２ 工 程 に お け る 運 転 方 式 が 循 環 方 式 又 は 連 続 方 式 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ に 記 載 の 水 系
顔 料 分 散 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 ３ 工 程 に お い て 用 い る ホ モ ジ ナ イ ザ ー が 高 圧 ホ モ ジ ナ イ ザ ー で あ る 、 請 求 項 １ ～ ４ の
い ず れ か に 記 載 の 水 系 顔 料 分 散 体 の 製 造 方 法 。
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【 請 求 項 ６ 】
　 第 １ 工 程 に お い て 、 乳 化 組 成 物 （ Ａ ） に 顔 料 （ Ｂ ） を 添 加 し て 混 合 す る 、 請 求 項 １ ～ ５
の い ず れ か に 記 載 の 水 系 顔 料 分 散 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 １ 工 程 に お け る 有 機 溶 媒 が メ チ ル エ チ ル ケ ト ン で あ る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記
載 の 水 系 顔 料 分 散 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 水 不 溶 性 ポ リ マ ー が 水 不 溶 性 グ ラ フ ト ポ リ マ ー で あ っ て 、 主 鎖 が 、 少 な く と も 塩 生
成 基 含 有 モ ノ マ ー （ a） 由 来 の 構 成 単 位 と 芳 香 環 含 有 （ メ タ ） ア ク リ レ ー ト モ ノ マ ー （ b）
由 来 の 構 成 単 位 を 含 む ポ リ マ ー 鎖 で あ り 、 側 鎖 が 、 少 な く と も 疎 水 性 モ ノ マ ー （ e） 由 来
の 構 成 単 位 を 含 む ポ リ マ ー 鎖 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 水 系 顔 料 分 散 体 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に よ っ て 得 ら れ た 水 系 顔 料 分 散 体 を 含 有 す る イ ン
ク ジ ェ ッ ト 記 録 用 水 系 イ ン ク 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 つ ぎ の 〔 １ 〕 及 び 〔 ２ 〕 を 提 供 す る 。
〔 １ 〕 （ １ ） 重 量 平 均 分 子 量 が ９ ０ ， ０ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ， ０ ０ ０ の 範 囲 に あ り 、 か つ

を 有 す る 水 不 溶 性 ポ リ マ ー 、 水 １ ０ ０ ｇ に 対 す る 溶 解 度 が ２
０ ℃ に お い て ５ ～ ４ ０ 重 量 ％ で あ る 有 機 溶 媒 、 中 和 剤 及 び 水 を 含 有 す る 乳 化 組 成 物 （ Ａ ）
と 顔 料 （ Ｂ ） と を 混 合 し 、 得 ら れ た 混 合 物 の 不 揮 発 成 分 率 が ５ ～ ５ ０ 重 量 ％ 、 〔 有 機 溶 媒
／ 水 〕 の 重 量 比 が ０ ． １ ～ ０ ． ９ で あ る 予 備 分 散 体 を 得 る 第 １ 工 程 、
（ ２ ） 得 ら れ た 予 備 分 散 体 を メ デ ィ ア 式 分 散 機 を 用 い て 、 連 続 的 に 分 散 し 、 か つ 得 ら れ た
分 散 処 理 物 と メ デ ィ ア 粒 子 と を 連 続 的 に 分 離 す る 第 ２ 工 程 、 及 び
（ ３ ） ホ モ ジ ナ イ ザ ー を 用 い て 、 更 に 分 散 処 理 す る 第 ３ 工 程
を 含 む 水 系 顔 料 分 散 体 の 製 造 方 法 。
〔 ２ 〕 前 記 〔 １ 〕 の 方 法 に よ っ て 得 ら れ た 水 系 顔 料 分 散 体 を 含 有 す る イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録
用 水 系 イ ン ク 。
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